
■添付資料1：旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画（令和２年３月）抜粋
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■添付資料2：横浜市水と緑の基本計画（平成 28年 6月）抜粋
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■添付資料3：中期４か年計画（2018-2021）抜粋
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■添付資料4：旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会 基本構想案（平成 30年 3月）抜粋
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■添付資料5：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園の基本計画（素案）に関する市民意見募集時の

リーフレット 

（リーフレット表面） 

（リーフレット裏面） 
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■添付資料6：（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）
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■添付資料7：事業計画と事業費

【事業計画（予定）】

・検討・設計 ：令和２年度～令和４年度 

・工事期間 ：令和５年度～令和 24年度（園芸博開催時は除く） 

・部分供用開始 ：令和 10年度～

・全体供用開始 ：令和 25年度～

※用地取得時期については調整中。

【事業期間】 

令和２年度から令和 24年度までの 23年間 

【事業費】 

総額 約 555億円（税込み） 
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■添付資料8：費用便益分析結果

＜算定条件＞ 

・事業期間：令和 2（2020）年度から令和 24（2042）年度

・評価期間：令和 2（2020）年度から令和 74（2092）年度

・評価時点：令和 4（2022）年度

表 1 便益と費用の内訳（基本ケース：割引率 4%） 

総便益（百万円） 総費用（百万円） 

利用価値 事業全体 費用 事業全体 

直接利用価値（利用） 91,617 用地費機会費用 35,690 

間接利用価値（環境） 131,892 施設費 30,611 

間接利用価値（防災） 267,926 維持管理費 2,246 

合計 491,436 合計 68,547 

※用地費機会費用とは大規模公園費用対効果分析手法マニュアル（改訂第４版 平成 30 年 8

月一部改訂）（以下「マニュアル」という）に基づき、用地をその他の用途に向け売却する

ことにより得られたかもしれない利益を失ったという意味で「機会費用」が発生している

として、評価最終年の翌年に用地費と同額をマイナス計上し、用地費及び機会費用の現在

価値換算化したものの合計を用地費機会費用としている。

表 2 各ケースの費用便益分析結果 

割引率4％ 

基本ケース 感度分析 

総便益（百万円） 491,436 442,292 

総費用（百万円） 68,547 68,547 

費用便益比（B/C） 7.17 6.45 

※感度分析：便益－10％

マニュアルによる費用便益分析結果は、割引率 4%、感度分析においても、すべてのケースで

費用便益比は「1」以上となっており、事業として十分効果があると言えます。 

※割引率（社会的割引率）とは、

費用便益比を求めるにあたっては、同じ額でも時期によって価値が異なるものをそのまま用い
ることは適当ではないため、便益、費用ともに社会的割引率を用いて現在価値化を行う必要が
ある。なお、費用は物価変動分を除去するためデフレータにより基準年度の実質価格に変換す
る。

デフレータは、物価変動などの時間軸上の価格を補正するもので、費用の発生と評価時点が異なる場合は、デフ

レータによる補正が必須となる。一方、社会的割引率は、時間軸上の価値を補正するもので、同じ財の現在と将

来の交換比率である。すなわち、将来の費用（効果又は便益）と現在の費用（効果又は便益）は実質的な価値が

異なり、現在の費用（効果又は便益）に比べ将来の費用（効果又は便益）の価値が低いものとする。その価値の

低減度合いを示すものが社会的割引率である。 

【水道事業の費用対効果分析マニュアル：厚生労働省健康局水道課】 

20



■添付資料9：現地案内写真

①東地区の草地 ②東地区の樹林地 

③和泉川源頭部 

④中央地区の草地 ⑤相沢川谷戸 
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■添付資料10：地域の状況等

令和２年３月 旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画策定 

令和２年 12月 「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（素案）」策定 

令和２年 12 月～

令和３年１月 

「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（素案）について」市民意見募

集（表１） 

令和３年５月 「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（原案）」策定 

令和３年７月 （仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業環境影響評価方法書説明会 

令和３年 12月 瀬谷区上瀬谷通信施設返還対策協議会から「（仮称）旧上瀬谷通信施設公

園の計画について（要望）」受領 

令和４年６月 「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）」策定 

表１ 令和 2年 12月～令和 3年 1月の市民意見募集の実施結果について 

意見通数（通） 意見総数（件） 

227 416 

項目 意見数 計 

公園について 公園計画の基本テーマについて 9 

336 

公園整備の 8つの方針について 108 

エリアの考え方について 39 

公園施設について 144 

公園の維持・管理等について 36 

その他 旧上瀬谷通信施設の土地利用について 61 

80 周辺の交通について 15 

その他 4 

合計 416 
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■添付資料11：公募設置管理制度（Park-PFI）の概要 

 

【公募設置管理制度（Park-PFI）の概要】 

都市公園のストックが増加し施設の老朽化が進むなか、良好な維持管理、機能維持のための費用は限

られています。都市公園の魅力向上、施設整備・更新を持続的に進めていくためには、公共の資金だけ

でなく、民間資金、ノウハウの活用をより一層推進することが必要となってきました。そこで、民間活

力による新たな都市公園の整備・管理手法として、都市公園の質の向上、公園利用者の利便の向上を目

的として新たに都市公園法に定められた制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公園における公民連携に関する基本方針（令和元年９月）」より抜粋 

 

 

【参考】本市における Park-PFIの事例 

・公 園 名：横浜動物の森公園 

・所 在 地：横浜市旭区、緑区 

・開業時期：2019年９月 14日 

・施設内容：豊かな樹林地を活用したアスレチック遊具等 
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